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──周作クラブ会報　73 号──

◆
周
作
ク
ラ
ブ
新
年
会
の
お
知
ら
せ

日　

時　

２
０
１
９
年
１
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
12
時
よ
り

会　

場　

恵
比
寿
・
日
仏
会
館
レ
ス
パ
ス

会　

費　

６
，０
０
０
円

※�

新
年
会
に
つ
い
て
の
ご
連
絡
は
、
年
内
に
、

往
復
は
が
き
で
会
員
の
皆
様
へ
お
送
り
い

た
し
ま
す
。
出
欠
は
そ
の
ハ
ガ
キ
に
て
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
第
20
回
遠
藤
文
学
原
点
の
旅

　
﹃
侍
﹄
の
舞
台
・
仙
台
再
訪

日　

時　

２
０
１
９
年
５
月
19
日
（
日
）
～

　
　
　
　

20
日
（
月
）

※�

20
回
目
を
迎
え
る「
遠
藤
文
学
原
点
の
旅
」

は
、
小
説
『
侍
』
を
テ
ー
マ
に
１
泊
２
日

小
旅
行
で
す
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
周

作
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
初
め
て
の
仙
台
訪
問

と
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

�　

会
報
４
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
。

◆
遠
藤
周
作
の
本

　

オ
ラ
ン
ダ
語
版

　
﹃
わ
た
し
が
・
棄
て
た
・
女
﹄

　

が
出
版
さ
れ
ま
す

オ
ラ
ン
ダ
語
タ
イ
ト
ル

H
et m
eisje dat ik achterliet

（
英
訳
す

れ
ばThe girl I left behind

＝
私
が
棄

て
た
女
）

�

２
７
６
ペ
ー
ジ
・
ソ
フ
ト
カ
バ
ー 

出
版
社　

フ
ァ
ン
・
オ
ー
ル
ス
ホ
ッ
ト

　
　
　
（Van　

O
orschot

）

　
　
　
　

オ
ラ
ン
ダ　

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

�

２
０
１
９
年
１
月
発
行
予
定

定　

価　

24
，99
ユ
ー
ロ
＝
約
３
，２
４
９
円

１
ユ
ー
ロ
＝
約
１
３
０
円
（
10
／

14
現
在
）

訳　

者　

マ
リ
ア
＝
ス
モ
ル
デ
ル
ス

　
　
　
　

M
aria Sm

olders

　

訳
者
略
歴
：
１
９
８
０
年
、
留
学
生
と
し

て
来
日
し
、
国
際
基
督
教
大
学
で
日
本
語
、

日
本
文
化
を
学
ぶ
。
日
本
人
男
性
と
結
婚
後
、

在
日
オ
ラ
ン
ダ
王
国
大
使
館
文
化
部
に

２
０
１
１
年
ま
で
勤
務
。
２
０
１
３
年
に
夫

と
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
へ
帰
国
移
住
。
現
在
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
に
在
住
。
日
本
語
・
仏

語
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
へ
の
翻
訳
に
従
事
。

◆
遠
藤
周
作
関
連
本

　
﹃
遠
藤
周
作
に
よ
る

　
　
　
　

象
徴
と
隠
喩
と
否
定
の
道
﹄

著
者　

兼
子
盾
夫

�

キ
リ
ス
ト
新
聞
社

�
定
価　

２
，５
０
０
円
＋
税

　

内
容　
『
沈
黙
』『
深
い
河
』『
死
海
の
ほ

と
り
』
…
…
遠
藤
作
品
を
神
学
と
文
学
の
接

点
か
ら
捉
え
る
。
作
品
中
に
散
り
ば
め
ら
れ

た
正
長
隠
喩
の
奥
に
浮
か
び
上
が
る
形
而�

上
的
世
界
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
や
Ｇ
・
グ

リ
ー
ン
と
の
対
比
に
よ
り
、
作
品
理
解
の
新

た
な
「
方
法
論
」
的
提
案
を
行
う
。（
本
書

オ
ビ
よ
り
）

◆
﹃
遠
藤
周
作
事
典
﹄
編
纂
中

　

待
望
の
『
遠
藤
周
作
事
典
』
の
編
纂
が
進

ん
で
い
ま
す
。
編
者
は
遠
藤
周
作
学
会
『
遠

藤
周
作
事
典
』
編
集
委
員
会
で
、
編
集
責
任

は
川
島
秀
一
・
山
根
道
公
の
両
氏
で
す
。
発

行
所
は
鼎
書
房
、
発
行
予
定
日
は
２
０
１
９

年
５
月
。
Ａ
５
版
上
製cover

装
、
総
ペ
ー

ジ
数
は
５
０
０
。
予
価
は
９
，5
０
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
一
部
…
…
小
説
・
評
伝
・
戯
曲

　

第
二
部
…
…
評
論
・
エ
ッ
セ
イ

　

第
三
部
…
…
人
物
・
事
柄

　

さ
ら
に
付
録
と
し
て
①
す
べ
て
の
著
作
目

録
、
②
年
譜
、
③
外
国
翻
訳
本
目
録
、
④
海

外
で
の
評
価
と
研
究
動
向
、
⑤
文
学
地
図
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

　

―
♢

―
♢

―
♢

―

◆「
会
報
」
の
原
稿
募
集

　

会
員
の
皆
さ
ん
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

９
０
０
字
（
半
ペ
ー
ジ
分
）
あ
る
い
は
１
８�

０
０
字
（
１
ペ
ー
ジ
分
）。
遠
藤
周
作
の
人

と
作
品
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
遠
藤
文
学
と

の
関
わ
り
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
原
稿
は
必
ず
下
記
の
加
藤
宗
哉
事

務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
宛
て
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
ふ
る
っ
て
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
掲
載
の
際
に
は
ご
連
絡
差
し

上
げ
ま
す
。

お
知
ら
せ

編
集
後
記

▼
柿
の
実
が
色
づ
き
始
め
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に

か
秋
た
け
な
わ
で
、
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
な
ど
と

い
う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。
最
も
今
や
、
日
常

馬
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
…
。

▼
本
号
の
巻
頭
は
、
第
18
回
定
時
総
会
の
報
告
で

す
。
こ
の
日
（
９
月
29
日
）
は
遠
藤
周
作
先
生
の

御
命
日
で
、総
会
に
引
き
続
い
て「
周
作
忌
の
集
い
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
周
作
ク
ラ
ブ
長
崎
の
有
志
に

よ
る
、
長
崎
弁
の
朗
読
劇
「
女
の
一
生
―
キ
ク
の

場
合
」
が
演
じ
ら
れ
拍
手
喝
采
。

▼
２
０
１
９
年
の
「
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
」
は

『
侍
』
の
舞
台
を
訪
ね
て
仙
台
へ
行
く
予
定
で
す
。

周
作
ク
ラ
ブ
で
は
15
年
前
に
も
一
度
、
行
っ
て
い
ま

す
が
、二
度
目
の
方
も
ど
う
ぞ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
遠
藤
周
作
学
会
の
報
告
、
長
崎
文
学
館
便
り
、

ま
た
、
周
作
ク
ラ
ブ
長
崎
の
レ
ポ
ー
ト
と
、
本
号

も
盛
り
沢
山
の
記
事
。
ま
た
、「
劇
団
樹
座
の

三
十
年
」
の
連
載
も
佳
境
で
、
原
稿
発
掘
も
興
味

深
い
で
す
ね
。「
周
作
ク
ラ
ブ
と
私
」
は
多
く
の
会

員
の
声
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

▼
長
崎
文
学
館
の
北
村
沙
緒
里
学
芸
員
が
今
月

ご
結
婚
な
さ
い
ま
し
た
。（
新
姓
は
林
田
さ
ん
で

す
）。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
73
号

�

２
０
１
8
年
11
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

亀
岡　

園
子

■
編
集
部　

一
田
佳
希
、
大
原
雄
、
近
藤
恭
弘
、

高
木
香
織
、
南
紀
洋
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

	

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

	

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
２
１-

１
５
２
１

●
次
回
の
会
報
発
行
は
２
月
の
予
定
で
す
。

「
湖
里
庵
」
休
業
の
お
知
ら
せ

　

遠
藤
先
生
が
命
名
し
た
琵
琶
湖
湖
西

の
湖
魚
料
亭
「
湖
里
庵
」
が
、
9
月
4

日
の
台
風
21
号
の
影
響
で
全
壊
状
態
と

な
り
、
食
事
と
宿
泊
を
し
ば
ら
く
休
業

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
鮒
寿
し
の
蔵
と
本
店
は
被
害

を
逃
れ
、
営
業
は
行
っ
て
い
ま
す
。
遠

藤
先
生
が
お
書
き
に
な
っ
た「
湖
里
庵
」

の
掛
け
軸
も
無
事
で
し
た
。
再
興
を
目

指
し
て
、
皆
さ
ん
で
頑
張
っ
て
い
か
れ

る
と
の
こ
と
で

す
の
で
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。


